
問公立刈田綜合病院　☎ 25-2145問公立刈田綜合病院　☎ 25-2145

̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶

公立刈田綜合病院紹介

　６月１日付けで、公立刈田綜合病院の眼科に赴任しま
した目黒泰彦です。
　これまでは東北大学病院眼科に勤務しており、主に白
内障・角膜疾患の治療に取り組んで参りました。
　このたび、刈田病院で勤務させていただくことになり
ましたが、眼科一般診療はもちろんのこと、地域医療の
観点から、特に「白内障手術」に精力的に取り組ませて
いただきたいと思っております。
　一般的に、白内障による視力低下は加齢とともに進行
し、高齢化社会の中でその治療に大きなニーズが生まれ
ております。一方で、最近の白内障手術は医療技術・機
器の発展がめざましく、大変小さな傷口から手術を行う
ことができるようになりました。手術時間も短くなり、
痛みもほとんどなく、視力の回復も早い安全な手術とし
て進歩しております。
　刈田病院では、最新の技術・機器を用いて、わずか
2.2ミリメートルという傷で手術を行っております。患

者さまには、『よく見えること』を通じて充実した人生
を過ごしていただけるよう、微力ながらご協力したいと
考えております。
　もう１点は「感染症」です。農作業中に目に草木や石
が飛び込んだりすると重症な角膜炎をおこしてしまうこ
とも。眼科では、地域の方々の「眼」を感染症からも守
りたいと思っております。
　よろしくお願い申し上げます。

新任医師紹介
　　　　　　　眼科医師　　目

め
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１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）
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一
首
目
、
三
月
十
一
日
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で
あ
ろ
う
。
帰

ら
ぬ
燕
を
心
配
す
る
作
者
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結
句
を
「
あ
ら
な
む
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な
ど
と
す
る
と
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あ
っ
て
ほ
し
い
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と
な
っ
て
、

分
か
ら
な
く
な
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の
で
注
意
し
た
い
。

　

二
首
目
、
い
ず
こ
の
被
災
地
で
あ
ろ
う
か
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桜
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生
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ほ
れ
ぼ
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と
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。
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葉
桜
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日
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城
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庭

に
心
安
ら
ぐ
一
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を
過
ご
す
作
者
。
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田
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が
終
わ
っ
た
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り
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田た
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光
が
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映
る
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高
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と

な
る
。
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目
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大
津
波
に
被
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た
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ま
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だ
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田
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目
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震
災
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べ
て
を
狂
わ
せ
た
。
イ
ベ

ン
ト
、
お
祭
り
、
選
挙
ま
で
。
す
べ
て
が
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
た
今
、
確
か
な
一
歩
を
信
じ
た
い
。「
千
里
の
道

も
一
歩
か
ら
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二
句
目
、震
災
直
後
の
新
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は
、ペ
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も
少
な
く
、

見
出
し
だ
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が
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だ
っ
た
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今
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っ
と
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の
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面
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あ
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安
心
が
戻
っ
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に
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句
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以
前
に
「
な
ぜ
兄
弟
都
市
で
は
な

く
姉
妹
都
市
と
い
う
の
で
し
ょ

う
？
」
と
い
う
質
問
を
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
か
？　
「
姉
妹
都
市
」

と
い
う
制
度
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
第

二
次
世
界
大
戦
後
。
当
時
の
ア
メ
リ

カ
大
統
領
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
戦

争
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
各
都
市
を
復
興
さ
せ
る
た

め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
姉
妹

都
市
の
条
約
を
結
ば
せ
、
民
間
レ
ベ

ル
で
の
協
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
ま

し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
を

勉
強
し
た
こ
と
の
あ
る
人

な
ら
お
分
か
り
の
通
り
、

ほ
と
ん
ど
の
国
の
言
葉
に

は
名
詞
に
性
別
が
あ
り
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ

ツ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど

ほ
と
ん
ど
の
言
語
で
「
都

市
」
は
女
性
名
詞
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、「
姉
妹
都
市
」
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ
の
姉
妹

都
市
の
互
助
関
係
の
威
力
が
発
揮
さ

れ
、
白
石
は
大
い
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
、
登
別
市
と
海
老
名
市
と

い
う
「
三
都
市
間
交
流
」
が
功
を
奏

し
た
の
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
一
昨

年
の
農
業
祭
に
登
別
市
・
海
老
名
市

の
両
市
長
が
訪
れ
た
こ
と
。私
自
身
、

個
々
に
は
お
会
い
し
親
し
く
し
て
い

ま
し
た
が
、
三
市
の
市
長
が
一
カ
所

に
参
集
す
る
の
は
初
め
て
の
出
来
事

で
し
た
。
そ
こ
で
、
観
光
や
防
災
な

ど
を
テ
ー
マ
に
互
い
の
意
見
を
出
し

合
お
う
と
「
三
市
長
鼎て
い

談
」
を
行
い

ま
し
た
（
こ
の
様
子
は
平
成
22
年
１

月
号
に
掲
載
）。
こ
の
時
か
ら
、
登

別
市
と
海
老
名
市
の
親
密
感
が
増

し
、
北
海
道
・
関
東
・
東
北
の
三
都

市
が
、
姉
妹
都
市
と
い
う
枠
を
超
え

た
新
た
な
相
互
関
係
を
生
み
出
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
第
一
段
が
、
昨
年
春
に
調

印
し
た
「
相
互
応
援
協
定
」。
こ
の

震
災
で
見
事
な
連
携
プ
レ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
例
が
支
援

物
資
の
搬
送
で
す
。
白
石
か
ら
支

援
物
資
を
求
め
た
と
き
、
震
度
５

弱
を
記
録
し
た
海
老
名
市
で
も
物

資
に
限
り
が
あ
っ
た
た
め
、
直
接

的
な
被
害
が
な
か
っ
た
登
別
市
に

応
援
を
要
請
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

仙
台
空
港
も
仙
台
港
も
被
災
し
て

い
た
こ
と
か
ら
登
別
市
か
ら
海
老

名
市
に
は
空
路
で
、
海
老
名
市
か

ら
白
石
市
に
は
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
送

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
４
月
29
日
、「
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
交
流
宣
言
」で
正
式
に
調
印
。

今
後
は
三
都
市
間
で
、
人
・
物
・
経

済
な
ど
の
交
流
が
今
以
上
に
活
発
に

な
る
と
と
も
に
、
三
市
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
こ
の
縁
を
大
切
に
、
ま
す
ま

す
交
流
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
の

成
功
に
は
、
登
別
市
の
小お

笠が
さ

原わ
ら

春は
る

一い
ち

市
長
、
海
老
名
市
の
内う
ち

野の

優ま
さ
る

市

長
の
行
動
力
と
発
想
力
は
も
と
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
不

可
欠
で
し
た
。
こ
の
お
二
人
と
両

市
の
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
出
会
い
に
厚
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
市
長
の
共
通

点
は
明
る
さ
と
人
懐
っ

こ
さ
、
そ
し
て
気
の
短
い

所
で
し
ょ
う
か
。
年
齢
で

は
、
内
野
市
長
が
長
兄
、

小
笠
原
市
長
が
末
弟
、
私

が
真
ん
中
で
す
。

　

こ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
が

い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
。
そ
し
て
、
末
永
く
互
い

を
思
い
や
る
関
係
で
あ
り
た
い
も

の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
ロ
シ
ア
語
で
は
「
都

市
」
は
男
性
名
詞
の
た
め
、
兄
弟

都
市
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
名
詞
に
性
別
が
な
い
イ
ギ

リ
ス
で
は
、
こ
う
し
た
関
係
の
都

市
を
「
双
子
都
市
」
と
呼
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

～あの日、あの時～まちの話題 DiaryDiary

▲カブトムシの幼虫を目の前に歓声を上げる園児たち

　５月17日、社会福祉法人白石陽光園「生活介護とも」
（小

こ

室
むろ

真
しん

二
じ

施設長）の利用者と職員が北保育園を訪れ、カ
ブトムシの幼虫30匹を贈呈しました。同施設では平成
18年から、シイタケ農家から不要になったほだ木を譲り
受けカブトムシを飼育。「地域との接点になれば」と市
内の保育園や幼稚園、小中学校に贈呈しています。震災
の影響でカブトムシの成長が不安視されましたが、今年
も例年と同じ約250匹を用意することができました。
　北保育園では４・５歳児23人が幼虫をお出迎え。初め
て見るという園児も多く、約７㌢に育った幼虫を目の前
に、興味深そうに見入っていました。また、園児たちは
施設の職員から、「幼虫には素手で触らないように」「成
虫にはスイカやメロンの皮をあげてはいけないよ」と、

飼育のコツを真剣に学んでいました。
　カブトムシの幼虫は約１カ月でサナギから成虫へと成
長。園児たちは「成虫になるのが待ち遠しい」と楽しみ
にしていました。

施設と地域の絆を育てる
福祉施設から保育園などにカブトムシの幼虫を贈呈

※姉妹都市の質問は平成18年８月号に掲載しています。

「
三
姉
妹
都
市
」

風
間
市
長
の

風
の
さ
さ
や
き


